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秋田県指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例案の概要

障 害 福 祉 課

１ 改正理由

児童福祉法に基づく指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準

の一部を改正する省令（平成２９年厚生労働省令第６号）の施行により、指定放

課後等デイサービス事業者等の人員に関する基準について所要の規定の整備を行

う必要がある。

２ 改正内容

指定放課後等デイサービス事業所及び基準該当放課後等デイサービス事業所

は、規則で定めるところにより、①から③までのいずれか及び児童発達支援管理

責任者を置かなければならないこととする。

① 児童指導員

② 保育士

③ 障害福祉サービス経験者

３ 施行期日等

この条例は、平成２９年４月１日から施行することとする。

 この条例の施行に関し所要の経過措置を規定することとする。
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２
～
４

略

２
～
４

略

（
従
業
者
）

（
従
業
者
）

第
四
十
八
条

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
基
準
該
当
通
所
支
援
（
以
下

第
四
十
八
条

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
基
準
該
当
通
所
支
援
（
以
下

「
基
準
該
当
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
者
は

「
基
準
該
当
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
者
は

、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
基

、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
基

準
該
当
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
、
次
に
掲

準
該
当
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
、
次
に
掲

げ
る
従
業
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

げ
る
従
業
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

児
童
指
導
員
、
保
育
士
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
経
験
者

一

指
導
員
又
は
保
育
士

二

略

二

略

２

略

２

略
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秋
田
県
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
新
旧
対
照
表

新

旧

（
一
般
原
則
）

（
一
般
原
則
）

第
三
条

略

第
三
条

略

２

略

２

略

３

指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
は
、
地
域
及
び
家
庭
と
の
結
び
付
き
を

３

指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
は
、
地
域
及
び
家
庭
と
の
結
び
付
き
を

重
視
し
た
運
営
を
行
い
、
県
、
市
町
村
、
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生

重
視
し
た
運
営
を
行
い
、
県
、
市
町
村
、
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生

活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号

活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号

。
以
下
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る

。
以
下
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
を
提
供

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供

す
る
者
、
児
童
福
祉
施
設
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ

す
る
者
、
児
童
福
祉
施
設
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
者
と
の
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ス
を
提
供
す
る
者
と
の
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

略

４

略

（
従
業
者
）

（
従
業
者
）

第
四
十
三
条

指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
指

第
四
十
三
条

指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
指

定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
規
則
で
定
め
る
と

定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
規
則
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ

こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
従
業
者
を
置
か
な
け

ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
従
業
者
を
置
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

児
童
指
導
員
、
保
育
士
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
経
験
者
（
学
校
教
育

一

指
導
員
又
は
保
育
士

法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校

若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
同
法
第
九
十
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
大
学
へ
の
入
学
を
認
め
ら
れ
た
者
若
し
く
は
通
常
の
課
程
に
よ

る
十
二
年
の
学
校
教
育
を
修
了
し
た
者
（
当
該
課
程
以
外
の
課
程
に
よ
り

こ
れ
に
相
当
す
る
学
校
教
育
を
修
了
し
た
者
を
含
む
。
）
又
は
文
部
科
学

大
臣
が
こ
れ
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有
す
る
と
認
定
し
た
者
で
あ
っ
て
、

二
年
以
上
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
業
務
に
従
事
し
た
も
の
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）

二

略

二

略
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秋田県指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案の概要

障 害 福 祉 課

１ 改正理由

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく指定障

害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準（平成１８年厚生労

働省令第１７１号）の一部改正により、指定就労継続支援Ａ型の運営規程に関す

る基準について所要の規定の整備を行う必要がある。

２ 改正内容

指定就労継続支援Ａ型事業所ごとに定めなければならない運営についての重要

事項に関する規程に、生産活動の内容、賃金及び工賃並びに利用者の労働時間及

び作業時間を加えることとする。

３ 施行期日

この条例は、平成２９年４月１日から施行することとする。
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条
の
規
定
は
、
指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

条
の
規
定
は
、
指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
各
号
」
と
あ
る
の
は
、

の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
各
号
」
と
あ
る
の
は
、

「
第
百
八
条
の
二
各
号

」
と
読
み
替
え
る
も
の

「
第
百
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
九
条
各
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

と
す
る
。
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秋
田
県
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
新
旧
対
照
表

新

旧

（
運
営
規
程
）

第
百
八
条
の
二

指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
は
、
指
定
就
労
継
続
支
援

Ａ
型
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に

関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針

二

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容

三

営
業
日
及
び
営
業
時
間

四

利
用
定
員

五

指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の
内
容
（
生
産
活
動
に
係
る
も
の
を
除
く
。

）
並
び
に
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
受
領
す
る
費
用
の
種
類
及
び
そ
の
額

六

指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の
内
容
（
生
産
活
動
に
係
る
も
の
に
限
る
。

）
、
賃
金
及
び
工
賃
並
び
に
利
用
者
の
労
働
時
間
及
び
作
業
時
間

七

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域

八

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項

九

緊
急
時
に
お
け
る
対
応
方
法

十

非
常
災
害
対
策

十
一

事
業
の
主
た
る
対
象
と
す
る
障
害
の
種
類
を
定
め
る
指
定
就
労
継
続

支
援
Ａ
型
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
当
該
障
害
の
種
類

十
二

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

十
三

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事

項
（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
九
条

第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
三
条
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
二

第
百
九
条

第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
三
条
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
二

十
七
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
七
条
か
ら
第

十
七
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
七
条
か
ら
第

四
十
条
ま
で
、
第
四
十
四
条

、
第
八
十
六
条
及
び
第
八
十
七

四
十
条
ま
で
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
九
条
、
第
八
十
六
条
及
び
第
八
十
七
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秋田県障害福祉サービス事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例案の概要

障 害 福 祉 課

１ 改正理由

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく障害福

祉サービス事業の設備及び運営に関する基準（平成１８年厚生労働省令第１７４

号）の一部改正により、就労継続支援Ａ型の運営規程に関する基準について所要

の規定の整備を行う必要がある。

２ 改正内容

就労継続支援Ａ型事業所ごとに定めなければならない運営についての重要事項

に関する規程に、生産活動の内容、賃金及び工賃並びに利用者の労働時間及び作

業時間を加えることとする。

３ 施行期日

この条例は、平成２９年４月１日から施行することとする。
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秋
田
県
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
新
旧
対
照
表

新

旧

（
運
営
規
程
）

第
四
十
九
条
の
二

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
は
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事

業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る

規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針

二

職
員
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容

三

営
業
日
及
び
営
業
時
間

四

利
用
定
員

五

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の
内
容
（
生
産
活
動
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
並

び
に
利
用
者
か
ら
受
領
す
る
費
用
の
種
類
及
び
そ
の
額

六

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の
内
容
（
生
産
活
動
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、

賃
金
及
び
工
賃
並
び
に
利
用
者
の
労
働
時
間
及
び
作
業
時
間

七

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域

八

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項

九

緊
急
時
に
お
け
る
対
応
方
法

十

非
常
災
害
対
策

十
一

事
業
の
主
た
る
対
象
と
す
る
障
害
の
種
類
を
定
め
る
就
労
継
続
支
援

Ａ
型
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
当
該
障
害
の
種
類

十
二

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

十
三

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事

項
（
準
用
）

（
準
用
）

第
五
十
七
条

第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
三
条
、
第
十
四
条
、
第
十
八
条
か
ら

第
五
十
七
条

第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
三
条
、
第
十
四
条
、
第
十
八
条
か
ら

第
二
十
二
条
ま
で
、
第
二
十
四
条

、
第
三
十
三
条
及
び
第
三

第
二
十
二
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十
三
条
及
び
第
三

十
七
条
の
規
定
は
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

十
七
条
の
規
定
は
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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